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さつま町ＳＣ事務局だより 

発行：公益社団法人さつま町シルバー人材センター  0996-52-3363 

注）「ＳＣ」はシルバー人材センター,「県シ連」は鹿児島県シルバー人材センター連合会,「全シ協」は全国シルバー人材センター事業協議会,「高齢法」

は高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」の略 

 晩秋の候 会員の皆様にはご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 稲作農家の方、かいあげ
・ ・ ・ ・

は終わられたでしょうか？ 昨年より１等米比率

が高いようですので豊作で安堵のことと拝察いたします。 

 シルバー事業の受託(請負)事業は、時節柄、除草作業が少しずつ減少し若

干ゆっくりとなりつつあります。しかしながら、今月末から来年の３月頃ま

で端境期(受注と就業減少期間)に入りますので、この期間のシルバー事業のあり方、いわゆるシルバーの

イメージ刷新と新たな就業開拓が今後の課題でもあります。 

 反面、派遣事業は時期にはさほど影響されず年間を通して増加傾向にあります。また、「高齢法」の改正

により派遣事業７業種15職種の就業時間が週40時間まで拡大できるようになりましたので、更に増加

の方向に進むものと推測しています。 

 このようなことから、受託事業と派遣事業の本質と特性を SCと会員が共通の認識と理解のもと、効率

的に円滑に且つ柔軟に使いこなすことが、同じ土俵で競い合っている全国拠点センターの中で一歩抜け出

せるターニングポイントだと思います。 

さつま町の 60歳以上の方の就業意欲と生き甲斐づくりに応えられる SCを創り上げるために、会員の

皆さんのご協力をお願いいたします。 

抽象的で分かりづらい内容で始まりましたが、変化する社会環境と地域ニーズに的確に対応でき得る

SCを一緒に目指しましょうと申し上げて置きたいと思います。 

 今月号も満載の情報を掲載してありますので、ご利用ご活用ください。 

   10 月から現在までの入会者を紹介します。 

【新規入会者】よろしくお願いします。一緒に働きましょう！楽しみましょう！ 

   現在の会員数は、男性1８1人、女性 102人、計2８３人です。 

   毎月微増ながらも確実に会員拡大が図られています。でも、最近、会員一人一会員確保のケースが

ありませんのでチップソー等褒賞品が減っていません。 

一緒に働く仲間を増やすために知人・友人に SC加入をお勧めください。   

   町や IGR 京セラなどのマイクロバス運転業務は派遣事業として行っています。 

運転業務は、乗車される方々の生命を預かることから安全安心の確保を最重要視し、運転手は70

歳までとなっており円滑に引き継ぐための人員確保が最大のネックになっています。 

しかしながら、業務依頼が高まる中、有資格者が少なく運転手の確保と派遣に余裕のない状況にあ

ります。 

このようなことから、大型1・２種を運転できる７０歳までの方を求めていますので、該当する方

がいらっしゃいましたらご紹介ください。情報をください。 

氏 名 地域班（公民会） 年齢 性別 入会年月日 

１ 中王子
なかおうじ

 幸一
こういち

柏原・紫尾班(谷川) 70 男 Ｈ29.10.17 

２ 宮里
みやざと

 キクエ 佐志班(広瀬) 69 女 Ｈ29.10.17 

『平成29年１１月号』

１ 新会員の紹介 

２ 大型 1・2種運転手緊急募集(再掲) 



   奉仕活動は、SC 会員が地域社会から信頼され期待されて就業できることに対する感謝と、今後一

層のご愛顧をいただくための取組みです。 

   会員は、奉仕活動、地域班対抗グラウンドゴルフ大会ともに今月3日までに地域班長に出欠の報告

でしたが、いかがだったでしょうか。 

＊ 地域班長に欠席で報告された後、都合がよくなられた方は、今からでも結構ですので、その旨地

域班長に連絡してください。 

  ＊ 地域班長は、取りまとめた出欠状況を10日までセンターに報告でしたが、上記お含みのうえ、

お知らせください。

奉 仕 作 業  ＊＊＊雨天中止＊＊＊ 

◆11 月 18日(土) 午前 8時～2時間程度 

地域班名 作業場所 地域班名 作業場所 

屋地 1班 宮之城運動公園町章(植込み)真茅取り 神子 ,鶴田 ,

柏原,紫尾班 
柏原グラウンド慰霊塔周辺 

屋地 2班 宮之城運動公園緑地公園 

屋地 3班 宮之城鉄道記念館周辺 求名,中津川 

,永野班 
薩摩農村改善センター周辺 

湯田時吉班 共栄石油ｽﾀﾝﾄﾞ下ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場駐車場 

虎居 1.2班 ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ事務所周辺  

佐志班 佐志地区公民館(佐志交流館) 

山崎班 山崎地区公民館 

船木班 宮之城総合体育館東側駐車場 

紫陽班 きらら公園 

  ＊虎居1.2 班は、ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ事務所周辺終了後、屋地1.2 班 

   に合流し、町章(植込み)の真茅取りと緑地公園除草作業を一体 

的に行います。 

  ＊安全就業確保のため、通常と同じくヘルメット等万全の態勢で 

   お願いします。 

地域班対抗グラウンドゴルフ大会 ＊＊＊雨天中止＊＊＊ 

◆11 月 18日(土) 午後１時開会  ◆宮之城運動公園Ｃ・Ｄコート(北側) 

◆競 技 種目  団体戦、個人戦、２ラウンド 

◆チーム編成  １チーム５名編成 

◆表 彰  団体戦(優勝、準優勝、第３位、ラッキー賞)、個人戦(上位１０名特別 

        賞、ラッキー賞)、ホールインワン賞、理事長賞、互助会長賞、他 

＊＊＊雨天中止の場合は、事務所から地域班長・副班長に連絡します。＊＊＊ 

   昨年、当SCはじめての事業として町議会との懇話会を実施しましたが、たくさんのご意見ご提言

をいただき、その後の管理運営にとって貴重なご示唆をいただいた会議でした。 

   今年も、4月に町議会議員の構成も変わったことから、下記のとおり第 2回の懇話会を開催するこ

とになりました。 

   町議会の皆様に、シルバー事業の実態・実情をお知らせし、議員の皆様

と共通認識と相互理解を図り、ご支援をいただこうという趣旨で実施しま

すので、会員の方で参加してみたいと思われる方は、11 月 15 日(水)ま

で事務所へご連絡ください。 

≪さつま町議会とさつま町シルバー人材センターとの懇話会≫ 

と き   平成 29年 11月 20日(月) 午後 2時 30分開会(集合 午後 2時に町民ホール) 

ところ   さつま町役場本庁東別館3階会議室 

出席予定者 町議会議員 16人、SC役職員・各種委員会委員長・参加希望者約15人 

４ 町議会との懇話会 11 月 20日(月)開催決定 参加してみませんか！

３ 奉仕活動と地域班対抗グラウンドゴルフ大会の確認 

H28年度 町章植込みマカヤ取り 

昨年の懇話会 



   さつま町は「ふるさと納税」を「ふるさと応援寄付金」、「返礼品」

を「謝礼品」の名称で事業を進めています。 

昨年 10 月に町とのタイアップ事業で、SC の空き家管理作業等を

町の謝礼品に加えていただいた訳ですが、ちょうど1年後の10月に

初めての空き家管理作業 1 件と墓守 1 件の注文があり無事に終了(発

送という形)しました。 

右の写真は空き家管理作業前後の写真ですが、注文された方(納税

者、神奈川県)から感謝の電話がありました。出郷者の郷愁の念に対し

てサポートできたのではないかと感じた事業でした。 

   なお、このふるさと納税の返礼品については色々と論議されていま

すが、さつま町も返礼率の見直しがあったことから、１１月から SC

の返礼品も次のとおり変更しました。県外のご親族、友人、知人にふ

るさと納税制度を活用される方がいらっしゃいましたらお知らせください。 

   恒例のシルバーまごころの店を、１２月２７日(水)宮之城暮れ市の日にプ

ラッセだいわ駐車場で出店します。 

   ご家庭での不要品もバザーでは必需品に変身します。自宅で使わないで

眠っている物、忘れられている物、また手づくりの工芸品等なんでも結構で

すのでセンターまでお寄せください。 

   年末年始用の野菜、正月用の飾り物、ユズリ葉やセンリョウ等も大変好評 

です。バザー商品は無償提供、手作り工芸品等、野菜、正月用装飾品の売上 

金は手数料を差し引いて出品者に支払います。 

   SCの大きなPRになりますのでご協力をお願いします。 

   詳しくはセンターまでお問い合わせください。 

さつま町ふるさとさつま応援寄付金謝礼品（ふるさと安心見守りサポート）の内容 

①ふるさと安心

見守りサポート

A

空き家の建物、庭木、雑草、不法投棄がないか等の現状写真の

報告、ポストの確認、敷地内のゴミ拾いなど年２回 

110ポイント（22,000 円以上の寄付でもらえます。)

②ふるさと安心

見守りサポート

Ｂ

空き家の建物、庭木、雑草、不法投棄がないか等の現状写真の

報告、ポストの確認、敷地内のゴミ拾いなど年４回 

215ポイント（43,000 円以上の寄付でもらえます。)

③ふるさと安心

空き家管理サポ

ートＡ

空き家敷地内の草刈りと持出し処分、ごみ拾い、作業前後の写

真報告、敷地概ね100坪程度 

390ポイント（78,000 円以上の寄付でもらえます。)

④ふるさと安心

空き家管理サポ

ートＢ

空き家敷地内の草刈りと持出し処分、ごみ拾い、作業前後の写

真報告、敷地概ね200坪程度 

550ポイント（110,000 円以上の寄付でもらえます。)

⑤ふるさと安心

庭木管理サポー

トＡ

空き家敷地内の剪定と持出し処分、ごみ拾い、作業前後の写真

報告、生け垣70m程度、剪定木10本程度 

435ポイント（87,000 円以上の寄付でもらえます。)

⑥ふるさと安心

庭木管理サポー

トＢ

空き家敷地内の剪定と持出し処分、ごみ拾い、作業前後の写真

報告、生け垣100m程度、剪定木20本程度 

720ポイント（144,000 円以上の寄付でもらえます。)

⑦ふるさと安心

墓参りサポート

お墓の清掃と供花、除草作業、作業前後の写真報告 

65ポイント（13,000 円以上の寄付でもらえます。)

５ ふるさと納税返礼品内容変更 

６ まごころの店(バザー)の商品をお寄せくださ～い



≪互助会旅行同好会『日帰り旅行』 ～がんばろう熊本！震災復興研修～≫ 

   今年も好評で、7 日現在で参加者 46 人です。人数が多いですのでコストが抑

えられ大勢で楽しい旅行ができると思います。お楽しみください。 

   参加者には後日、詳細な日程等文書でお知らせしますので、旅行日の 12 月 2

日(土)に照準を合わせた体調管理や資金確保にお励みください。 

≪互助会大イベント『大忘年会』 参加者 65人超～乞うご期待！≫ 

   近年には初の試みのせいでしょうか、第一次募集の段階で 65 人の申込みが

ありました。たくさんの参加申込みありがとうございます。お陰様で概ね具体的

な予測と計画が立てられる次第です。 

   あび～る館も全室貸切りましたので座席数 84 人まで残り 19 人の出席が可

能です。したがいまして、第 2次募集を行いますので参加希望者は11月 24 日(金)までセンターへ

申し込んでください。なお、定員に達し次第締め切りますのでご容赦ください。 

平成 29年会員互助会『大忘年会』参加者第2次募集

日 時 12 月 16日（土） 午後 4時開会～午後7時30分までには閉会する。 

会 場 あび～る館（鶴田神子） バス 2台の送迎あり 

会 費 
一人当たり上限2,500 円（＊互助会から助成がありますので、上限2,500 円には抑えられる

算用です。忘年会当日会場で徴収します。） 

その他 

・申込みの際はバス利用希望の有無又は自家用車利用についてお知らせください。但し、バス

2台のため送迎行程に限りがあり、すべてに対応できかねますので予めご了承ください。 

・事務局だより12月号でバス送迎行程等をお知らせするとともに、バス・自家用車利用等に

ついて事務局から電話等で確認をしますのでご承知おきください。 

＊＊＊＊＊上記事業を行うに当たってのお願い 飲酒運転厳禁＊＊＊＊＊ 

   事業の実施時間内については、センターとしての管理ができますが、実施時間外、いわゆる解散後

の動向の管理は不可能です。そこで、お願いと申しますのが帰路における「飲酒運転」については絶

対にしないようにお願いします。 

   もし、そのような行為があれば日帰り旅行、大忘年会の意義もゼロになり、再実施することはない

と思います。また、高度の公共性、公益性を保持しなければならない SCに対する信用と信頼は一瞬

にして失墜します。 

   SC は会員一人ひとりの存在で構築されています。事前の段階で失礼なことですがご理解とご協力

を切にお願い申し上げます。 

   最近、事務所に入った町民の声をお伝えします。 

◆ 〔宮之城屋地城之口の住民の声〕日曜日の朝、ゆっ

くりしたいのに 7時頃から数人による刈払機作業がはじまった。普通、業者は周辺の家を訪問し

おことわりをするのだが。もう少し配慮がほしい。SCはどのような指導をしているのですか。

   事務所ではこの声が届いた後、即、住民の方にお詫びとおことわりを入れました。 

   会員の皆さん、この声をどう思われますか。あなたならどう対処されますか。また、あなたが住民

だったらSCに対してどのような感情を持たれますか。 

   日曜日の朝 7 時、前ぶれもなく始まった宮之城屋地城之口の住宅街に響き渡る 3 人による刈払機

作業のエンジン音…これに対する住民の声は当然のような気がします。 

   ケースバイケースもありますが次の対処法が考えられます。 

開始時間を定時の8時から始める。／地域環境に応じて土・日を避けて平日に実施する。／周辺住

宅(住人)に作業開始前におことわりを入れる。など 

   もう少し踏み込んで考えると、これはシルバー事業以前の問題です。「普通、業者は周辺にことわる

のだが」という点がポイントです。会員就業の心得に「相手の立場になって就業しよう。」があります

が、まさしくこの心得で就業していれば住民の声は回避されたかもしれません。 

   作業現場責任者を中心に、現場に応じた作業を行ってください。よろしくお願いします。 

７ 『日帰り旅行 現在 46人』＆『大忘年会 現在 65 人』の確認等 

８ 就業に対する町民の目・声 


